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本誌は「環境と健康」に関係する諸問題を学術的な基礎に基づきながらでき

るだけ一般の方々に理解し易い形で提供し、また誌上での自由な討論をふま

えてみんなで問題を掘り下げたいという目的で出版しています。

(財)体質研究会、(財 )慢性疾患・り八ビリテイシ∃ン研究振興財団で行われ
た調査・研究を中心として編集していますが、読者からの投稿も受け付けます。

執筆要頂は編集委員会宛にこ請求下さい。

投稿された原稿については編集委員会において査読し、採否の決定をします。

必要があれば訂正の申し入れをすることを予めこ了承ください。

できるだけ広く「環境と健康」に関係する問題を取上げたいと思いますので

特別の枠|よ設けません。必要があれば既刊号をこ参照下さい。

予めお申し込み頂けば 50部まで別刷を無料で差し上げます。原稿にその旨
一筆下さい。

原稿 |よ下記編集委員会宛に郵送または E― mallでお送り下さしヽ。郵送の場合、
400字 詰原稿用紙 または A4版 にワー プロでその時 |よ フロ ッピー
(Windowsま たは Macintoshのテキス トフアイル)を添付してしヽただける
と幸いです。

投稿原稿の掲載分には、各巻発行後一括して薄謝を差し上げます。
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財団法人体質研究会と財団法人慢性疾患・り八ビリテイション研究振興財団の両
健康財団グループは様々な「環境」要因をキーワードに、「健康」な生活の実現をめ
ざして研究広報活動を続けています。本グループでは、その活動が掲載されている
機関誌「環境と健康」 (年 4回、季刊)の購読者を募集しています。
本誌の購読者は、医学、薬学、医療技術関連の方々と一般読者です。当誌の記事
は、」S丁 (科学技術振興事業団)の JOISデータベース、医学中央雑誌、同誌 CD
…ROM版、WEB版、(株)メテオインターゲートが行うメディカルオンライン等
に掲載されています。

年間購読をこ希望の方は、巻末の郵便振替払込用紙にてお申し込みください。
なお本誌は、19巻 1号 (2006年春季)より全国の主な書店 (主として医学系)
にて販売しております。
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